
看護における基本技術Ⅰ 活動と休息 再技術チェック実施要項(学生用) 

              担当：小林裕 

1. 科目：看護における基本技術Ⅰ 

2. 科目の目標：活動・休息に必要な知識と技術を習得する 

3. 内容と方法：模擬患者(学生)に対して、与えられた課題について援助する 

4. 課題の到達目標：倦怠感のある患者に対して、ベッド⇔車椅子への移乗の援助ができる 

5. 内容 

１） 患者設定 

氏名：鈴木ゆうき様  年齢：成人期  性別：模擬患者によって合わせる 

病院に入院中の患者。意思疎通は可能で ADLは自立している。上下肢の筋力は正常だが、倦怠感が強い。 

２） 課題の内容 

患者がレントゲン検査に呼ばれた。倦怠感を考慮し車椅子での移送を選択した。患者を車椅子へ移乗する。また、病室へ

戻ってきた患者をベッドへ移乗し援助を終える。 

３） 模擬患者の設定 

○ 指定の寝衣に着替え、左手にリストバンドをし、ファーラー位(ギャッジアップ５４～５６°)で待つ。 

○ 意思疎通可能であるため、看護者の問いかけに対しては返事をする。 

○ 看護者の指示に従って行動する(次の動きが分かるからと言って動かない)。 

○ ＡＤＬは自立、上下肢の筋力は正常であり、倦怠感がある患者を演じる。 

○ 膝掛け使用の有無を問われたら、使用したい旨返答する。 

○ 援助終了時の体位を問われたら、セミファーラー位を希望する。 

6. 試験方法 

１） チェックは実習室 2で行う。 

２） 学生一人ずつ実施し、課題にあった看護援助が実践できているか確認する。1人当たりの持ち時間は 30分とする。まずは

一通りやってもらう。終了後、課題となっている評価項目を実践する。 

※ 30 分で合格に達しない場合は、9 時半以降に練習する。可能であれば 9 時半から 10 時半の間で再チェックする。

それができなかった場合は、10/21(放課後)に実施する。 

３） 評価：看護における基本技術Ⅰ ベッド⇔車椅子への移乗チェックリストに基づき出来高を評価する【別紙評価表参照】 

４） 実践時間：９：００～９：３０ 

7. 準備物品：技術試験評価表、その他は前回の技術試験と同様とする。技術チェックを受けるにあたって必要な物品を準備

する。 

8. 注意事項 

１） 身だしなみは実習に準じて整える。実習要項、“Ⅷ実習上の心構えと注意事項”、3の８）～12）までよく読む。 

２） 8:50、実習室 1前に集合する。車椅子など必要な物品を持って実習室 2へ移動し実践する。 


